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い（高橋 , 操 , 武田（2016））。看護師にとって
腰痛は、多くの者が保有する症状であり、50 ～
70％の者が保有しているとされる（原田 , 西田 , 








A survey of nurses’ preparation of environment, postural stability and
movement efficiency in repositioning patients up in bed at long term care units.
- using the TAMA tool -











































は 51.8 ± 5.9kg であった。また、平均年齢は 28.8



















































援助に関する実態調査としては、水戸 , 西田 , 


























参加し、1 名の看護師に対して 1 名の研究者
が上方移動援助を観察し、評価した。なお、2
人で行う移動援助の際は、1 人で行う援助同様、




































図1 移動援助動作アセスメント ( TAMA )ツール
(田丸ら(2018)より引用)図 1　移動援助動作アセスメント （TAMA） ツール （田丸ら （2018） より引用）







































ほど腰部負担が少なくなる（Tamaru, Aso, Ibe, 
Honda, Araoka, 2011） こと、低すぎるベッドで行
う移動援助は、看護師の作業効率が悪く、患者
の心拍数や頚部筋負担に影響を及ぼすことがわ









































フトの使用は見られなかった。中村 , 櫻井 , 山
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しさ＞＜不安を感じる FA 学童へ原因食物摂取を促す難しさ＞＜ FA 学童の意思を確認する難しさ＞





　食物アレルギー（Food Allergy：以下 FA とす
る）の学童は、近年増加している。文部科学省
の調査によると、小学校全体の FA の有病率は、















　FA は幼少期に発症し、学童期までに約 8 ～ 9
原因食物を摂取する食物アレルギーの学童への看護実践において
小児アレルギーエデュケーターが困難と感じていること
Difficulties Faced by Pediatric Allergy Educators in Caring
for School-age Food-allergic Children who Ingest Allergen Food





得できなかった FA は、耐性を獲得した FA に比
べて、有意にアナフィラキシーショックの既往
があり、重症例が多いと報告されている（今井
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